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(1 )  審査経緯
当該博士論文審査は，以下の通り実施された．
  2019 年 3 月 7 日   副査に事前説明，予備審査開催通知申請書提出
  2019 年 3 月 28 日 予備審査会
  2019 年 4 月 18 日 教室受理決定
  2019 年 5 月 14 日 博士論文審査第一回目
  2019 年 5 月 23 日 創造理工学研究科運営委員会受理決定
  2019 年 5 月 28 日 博士論文審査第二回目
  2019 年 6 月 7 日   公聴会
  2019 年 7 月 4 日   審査分科会
  2019 年 7 月 25 日 創造理工学研究科運営委員会合否判定
(2 )  論文の背景，内容および評価
パリ協定の気温上昇抑制目標への実質的な寄与のためには，人為起源 CO 2
の大気放散の大量削減，望むらくはギガトンの規模で早期に実現できる低コ
ストな技術が必要である．大規模な CO 2 分離回収と地下貯留技術（ CCS）が
社会的・経済的な理由から加速的な展開において足踏みする中，利用あるい




や Mg などアルカリ土類金属の酸化物が多く含まれており， CO 2 と炭酸塩の
形成によって副原料として再利用，あるいは建設骨材として上市可能となる．
前者は石灰石の脱炭酸に起因する CO 2 の排出抑制，後者は CO 2 鉱化による安
定的な固定化をもたらし，既存の鉄鋼生産工程に影響を与えることなく大幅
な CO 2 削減が可能である．鉄鋼スラグを用いた炭酸塩化において，最終的な
廃水処理を不要とする乾式プロセスの既往研究では，鉱化速度が遅く実現に
至っていない．本論文ではその原因をスラグ中に存在する様々な鉱物種ごと
























同予測値を用いた固化における鉱物粒子径を算出し，超徐冷によって 10 0 倍
以上の径に成長することを明らかにしている．この結果は，冷却固化操作に







に対して粉砕エネルギーを大きく下げうることを示している． CO 2 鉱化速度
は鉱物種によって 10 8 以上異なるため，スラグに含まれる主要な鉱物を人工
的に合成し，最終排気を模擬した環境下での鉱化試験によって得た拡散係数
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